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(57)【要約】
　排熱路囲い込みシステムは、等幅の２列のキャビネッ
トまたは幅が６００ｍｍと７００ｍｍと８００ｍｍと多
様な２列のキャビネットに装着される。排熱路囲い込み
システムは、キャビネット列両端のドア組立体と、キャ
ビネットとドアフレームとに装着されて天井を支える垂
直パネルと、排熱路を跨ぐＴ形横材と、天井パネルとを
含んでいる。排熱路囲い込み装置に、等幅または多様な
幅の追加のキャビネットを追加することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面、背面、側面、底面及び上面を有する複数のキャビネットであって、第１の列と該
第１の列に対向して中間に排熱路を画成する第２の列とに配置される、キャビネットと、
　前記キャビネットそれぞれの頂部の前縁部に固定される天井構造と、
　前記第１の列のキャビネット端部と前記第２の列のキャビネット端部とに固定されるド
ア組立体であって、前記排熱路を横断して延在する、前記ドア組立体と、
を備え、
　前記天井構造及び前記ドア組立体は、幅が異なる前記キャビネットに配置できるよう調
整可能とした、排熱路囲い込みシステム。
【請求項２】
　前記天井構造は、複数の垂直パネルを含み、前記垂直パネルそれぞれが頂部フランジと
底部フランジとを有し、
　該底部フランジは、前記キャビネットの１つに固定され、
　前記頂部フランジは、前記垂直パネルの長さにわたり延在する複数のスロットを有し、
それによって対向する前記キャビネットが異なる幅を有することを可能とするよう前記ス
ロットが配置される、請求項１に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項３】
　所定の長さと各端近傍に延長部を有する２つの端部とを有するＬ形状のスペーサバーを
さらに備え、各延長部が締結具を受容して前記スペーサバーを前記垂直パネルのフランジ
の頂部に固定するスロットを含む、請求項２に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項４】
　前記頂部フランジに固定される排熱路横断Ｔ形梁をさらに備え、
　該排熱路横断Ｔ形梁が、そこから外方へ延在するフランジを有する垂直ウェブと、締結
具を受容して前記垂直パネルの頂部フランジに排熱路横断Ｔ形梁を固定する装着スロット
を有する端部と、を含む、請求項２に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項５】
　各排熱路横断Ｔ形梁に隣接して配置されて排熱路を覆う天井パネルをさらに備える、請
求項４に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項６】
　前記垂直パネルに固定されるＬ形状スペーサバーをさらに備え、
　Ｌ形状スペーサバーそれぞれが、天井パネルと排熱路横断Ｔ形梁との間の垂直パネルに
沿う空隙を充たす、請求項５に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項７】
　少なくとも１つの排熱路横断Ｔ形梁をさらに備え、
　該排熱路横断Ｔ形梁が、排熱路横断Ｔ形梁の中心孔と、該中心孔において排熱路横断Ｔ
形梁に固定される少なくとも１つの火災抑制水平ブラケットと、を有し、
　該火災抑制水平ブラケットが、該火災抑制水平ブラケットから延在する締結具を受容す
るスロットを有する可調整ブラケットを含む、請求項１に記載の排熱路囲い込みシステム
。
【請求項８】
　前記複数のキャビネットの幅は、等しい、請求項１に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項９】
　前記複数のキャビネットの幅は、多様であり、未加工の垂直パネルは、キャビネットの
列の長さを等しくするために該キャビネットの端部に固定される、請求項１に記載の排熱
路囲い込みシステム。
【請求項１０】
　前記ドア組立体は、前記排熱路の端部においてキャビネットの側面に固定されるフレー
ムと、前記排熱路の端部において前記天井構造に固定される横梁と、前記フレームに固定
されて前記排熱路の端部を封止するドアと、を含む、請求項１に記載の排熱路囲い込みシ
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ステム。
【請求項１１】
　前記フレームは、第１の端部及び第２の端部を有するヘッダと、該ヘッダの端部に固定
されるドア支柱と、を含む、請求項１０に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項１２】
　前記ドア支柱は頂部と底部とを含み、
　該底部が、締結具を受容して下側支柱支持体にドア支柱を固定する水平スロットと側部
スカートとを有し、それによって前記水平スロットがドア支柱を調整して前記ドア支柱が
垂直となることを保証することができる、請求項１１に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項１３】
　頂部支柱ブラケットをさらに備え、
　該頂部支柱ブラケットが、締結具を受容して前記横梁にドア支柱を固定するスロットを
含む、請求項１１に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項１４】
　締結具を受容して横梁をヘッダに固定するスロットを有する中心ブラケットをさらに備
える、請求項１１に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項１５】
　前記横梁は頂部と底部と側部とを含み、
　該横梁の側部が、締結具を受容して前記キャビネットに固定された垂直パネルに横梁を
装着する水平スロットを含み、それによって前記水平スロットにより横梁を調整して排熱
路上に延在させることができる、請求項１０に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項１６】
　横梁と垂直パネルとの間に配置される発泡材シールをさらに備える、請求項１５に記載
の排熱路囲い込みシステム。
【請求項１７】
　側部スカートをさらに備え、
　該側部スカートが、第１の端部と第２の端部とを含み、
　該第２の端部が、締結具を受容して前記側部スカートをキャビネットの１つに装着する
垂直スロットを有する、請求項１に記載の排熱路囲い込みシステム。
【請求項１８】
　下側支柱支持体をさらに備え、
　該下側支柱支持体が、締結具を受容して下側支柱支持体を前記側部スカートの第１の端
部に固定する水平スロットを有し、それによって前記水平スロットにより前記下側支柱支
持体が水平方向に調整できるようにした、請求項１７に記載の排熱路囲い込みシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排熱路囲い込みシステムに関する。より具体的には、本発明は等幅の２列の
キャビネットまたは幅が６００ｍｍ、７００ｍｍ及び８００ｍｍの間で多様である２列の
キャビネットに装着する排熱路囲い込みシステムに関する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　本発明は、排熱路囲い込みシステムに関する。排熱路囲い込みシステムは、複数のキャ
ビネットと天井構造とドア組立体とを含んでいる。天井構造とドア組立体とは、多様な幅
を有するキャビネットへの配置に合わせて調整可能である。キャビネットは、前面と背面
と底面と上面とを有する。キャビネットは、第１の列と、間に排熱路を画成し、この第１
の列に対向する第２の列と、に配置される。天井構造は、複数の垂直パネルを含んでいる
。各垂直パネルは、頂部フランジと底部フランジとを有する。底部フランジは、キャビネ
ットの１つの頂部の前縁部に固定される。頂部フランジは、垂直パネルの長さにわたり分
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散延在する複数のスロットを有する。スロットは、異なる幅を有する対向するキャビネッ
トに対応して配置される。ドア組立体は、排熱路端部においてキャビネットの側面に固定
されるフレームと、排熱路の端部において天井構造に固定される横梁と、フレームに固定
されて排熱路の端部を封止するドアとを含んでいる。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
【図１】本発明の一実施形態になる排熱路囲い込みシステムの斜視図である。
【図２】図１の排熱路囲い込みシステムの一部分解斜視図である。
【図３】図１の排熱路囲い込みシステム用のキャビネット垂直パネルの斜視図である。
【図４】図１の排熱路囲い込みシステム用の代替的なキャビネット垂直パネルの斜視図で
ある。
【図５】キャビネット垂直パネルに直角スペーサバーを装着する前の図３のキャビネット
垂直パネルの斜視図である。
【図６】キャビネット垂直パネルに直角スペーサバーを装着した後の図３のキャビネット
垂直パネルの断面図である。
【図７】図１の排熱路囲い込みシステム用のＴ形横材の斜視図である。
【図８】図７のＴ形横材の一部の側面図である。
【図９】図７のＴ形横材の端部の拡大斜視図である。
【図１０】図９のＴ形横材の端面図である。
【図１１】図１の排熱路囲い込みシステム用の代替的なＴ形横材の一端の斜視図である。
【図１２】図１１のＴ形横材の端面図である。
【図１３】図１の排熱路囲い込みシステム用の代替的な横梁の一端部の斜視図である。
【図１４】図１３の横梁の端面図である。
【図１５】天井照明具ボックスフレームを支持する図１０のＴ形横材の端面図である。
【図１６】図３のキャビネット垂直パネル上に配置した図７のＴ形横材の一部の斜視図で
ある。
【図１７】図１６の細部１７の拡大斜視図である。
【図１８】図１７の締具とネジの底部斜視図である。
【図１９】最小排熱路幅向けの装着孔位置を示す図６の直角スペーサバーの一部の上面図
である。
【図２０】最大排熱路幅向けの装着孔位置を示す図６の直角スペーサバーの一部の上面図
である。
【図２１】非ロック位置にある締具を用いて天井パネルを支持する図１０のＴ形横材の端
面図である。
【図２２】ロック位置にある締具を用いて天井パネルを支持する図１０のＴ形横材の端面
図である。
【図２３】図１のドア組立体の一部の拡大斜視図である。
【図２４】図７の２つのＴ形横材間に装着した副Ｔ形横材を示す図１の排熱路囲い込みシ
ステムの一部の拡大斜視図である。
【図２５】図７の２つのＴ形横材間に装着する前の副Ｔ形横材を示す図２４の細部２５の
分解斜視図である。
【図２６】図７の２つのＴ形横材間に装着した火災抑制Ｔ形横材を示す図１の排熱路囲い
込みシステムの一部の拡大斜視図である。
【図２７】図７の２つのＴ形横材間に装着する前の火災抑制Ｔ形横材を示す図２６の細部
２７の分解斜視図である。
【図２８】図７の２つのＴ形横材の間に装着した照明具Ｔ形横材を示す図１の排熱路囲い
込みシステムの一部の拡大底面斜視図である。
【図２９】図２８の照明具Ｔ形横材の上面斜視図である。
【図３０】図７の２つのＴ形横材間に一体型照明具が装着され、副Ｔ形横材間に空気ダク
トを組み込む前の２つの火災抑制Ｔ形横材を示す図１の排熱路囲い込みシステムの一部の
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斜視図である。
【図３１】副Ｔ形横材間に組み込んだ３つの空気ダクトを示す図３０の排熱路囲い込みシ
ステムの上面図である。
【図３２】開放位置にある１枚の天井パネルを示す図３１の排熱路囲い込みシステムの端
面図である。
【図３３】追加のキャビネットにキャビネット垂直パネルを固定した後であって、キャビ
ネット垂直パネルとキャビネットに未加工垂直パネルを取り付ける前の図１の排熱路囲い
込みシステムの斜視図である。
【図３４】図１の排熱路囲い込みシステム用の代替的なドア組立体の斜視図である。
【図３５】図３４のドア組立体用のドアフレームの斜視図である。
【図３６】図３５のドアフレームの一部の分解正面斜視図である。
【図３７】図３５のドアフレームの一部の分解背面斜視図である。
【図３８】図３４のドア組立体の横梁の拡大斜視図である。
【図３９】図３８の横梁の一部の斜視図である。
【図４０】ネットワークキャビネットの頂部キャップに横梁を取り付ける前の図３８の横
梁の一部の分解斜視図である。
【図４１】ネットワークキャビネットの底部に側部スカートを取り付ける前の図３４のド
ア組立体用の側部スカートの分解斜視図である。
【図４２】ネットワークキャビネットの底部に側部スカートを取り付けた後の図４１の側
部スカートの斜視図である。
【図４３】下側支柱支持体と側部スカートとにドアフレームを取り付ける前の図３４のド
ア組立体の一部の分解斜視図である。
【図４４】横梁にドアフレームを取り付けた後の図３４のドア組立体の一部の正面斜視図
である。
【図４５】横梁にドアフレームを取り付けた後の図４４の横梁の背面斜視図である。
【図４６】横梁とヘッダとを覆ってカバーを配置する前の図３４のドア組立体の一部分解
斜視図である。
【図４７】排熱路囲い込みシステムの代替実施形態の斜視図である。
【図４８】図４７の排熱路囲い込みシステムの天井構造の斜視図である。
【図４９】図４７の排熱路囲い込みシステム用の垂直パネルの斜視図である。
【図５０】Ｎｅｔ－Ｓｅｒｖ（登録商標）キャビネットに用いる図４７の排熱路囲い込み
システム用の垂直パネルの斜視図である。
【図５１】垂直パネルに直角スペーサバーを装着する前の図４９の垂直パネルの斜視図で
ある。
【図５２】垂直パネルに装着する直角スペーサバーを示す図４９の垂直パネルの一部斜視
図である。
【図５３】図４７の排熱路囲い込みシステムに装着する直角スペーサバーと排熱路横断Ｔ
形梁の斜視図である。
【図５４】図５３の排熱路囲い込みシステムの直角スペーサバーと排熱路横断Ｔ形梁の一
部斜視図である。
【図５５】図５４の排熱路横断Ｔ形梁の一端部の斜視図である。
【図５６】図４７の排熱路囲い込みシステム用の排熱路横断Ｔ形梁の斜視図である。
【図５７】図５６の排熱路横断Ｔ形梁の中心の一部斜視図である。
【図５８】図５３の排熱路囲い込みシステムに装着した排熱路横断Ｔ形梁と火災抑制水平
ブラケットの一部斜視図である。
【図５９】図４９の垂直パネル上に装着した排熱路横断Ｔ形梁の一部斜視図である。
【図６０】図５３の排熱路囲い込みシステムに装着した排熱路横断Ｔ形梁と火災抑制水平
ブラケットの一部斜視図である。
【図６１】図５３の排熱路横断Ｔ形梁に装着した火災抑制水平ブラケットの拡大斜視図で
ある。
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【図６２】最大排熱路幅に合わせ配置した排熱路囲い込み構成要素を有する図５３の排熱
路囲い込みシステムの上面図である。
【図６３】最小排熱路幅に合わせ配置した排熱路囲い込み構成要素を有する図５３の排熱
路囲い込みシステムの上面図である。
【図６４】図４７の排熱路囲い込みシステム用の代替的なドア組立体の斜視図である。
【図６５】図６４のドア組立体用の横梁の拡大斜視図である。
【図６６】図６５の横梁の一部の斜視図である。
【図６７】ネットワークキャビネットの頂部に横梁を取り付ける前の図６５の横梁の一部
の分解斜視図である。
【図６８】ネットワークキャビネットの底部に側部スカートを取り付ける前の図６４のド
ア組立体の側部スカートの分解斜視図である。
【図６９】ネットワークキャビネットの底部に側部スカートを取り付けた後の図６８の側
部スカートの斜視図である。
【図７０】図６４のドア組立体のドアフレームの斜視図である。
【図７１】図７０のドアフレームの一部の分解正面斜視図である。
【図７２】下側支柱支持体と側部スカートとにドアフレームを取り付ける前の図６４のド
ア組立体の一部の分解斜視図である。
【図７３】横梁にドアフレームを取り付けた後の図６４のドア組立体の一部の正面斜視図
である。
【図７４】横梁にヘッダを取り付けた後の図６４のドア組立体の斜視図である。
【図７５】横梁とヘッダの上にカバーを配置した後の図６４のドア組立体の斜視図である
。
【図７６】横梁に取り付けられてＮｅｔ－Ｓｅｒｖ（登録商標）キャビネットに図７０の
ドアフレームを固定する上側ブラケットの斜視図である。
【図７７】Ｎｅｔ－Ｓｅｒｖ（登録商標）キャビネットに図７０のドアフレームを固定す
る下側ブラケットの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　図１～図３３は、本発明の一実施形態になる排熱路囲い込みシステム４０を示す。図１
に示すように、排熱路囲い込みシステム４０は３つの等幅のキャビネット４６（８００ｍ
ｍを図示）からなる２つの列４２，４４に装着されている。しかしながら、キャビネット
の幅は６００ｍｍ、７００ｍｍ及び８００ｍｍの任意の組み合わせとすることができる。
好ましくは、排熱路幅は６フィートである。排熱路囲い込みシステム４０は、各列４２，
４４の各端部にあるドア組立体４８と、キャビネット垂直パネルと、ドアフレーム垂直パ
ネルと、Ｔ形横材と、天井パネルと、を含んでいる。
【０００５】
　図３は、Ｐａｎｄｕｉｔ　Ｃｏｒｐ．社のＮｅｔ－Ａｃｃｅｓｓ（登録商標）キャビネ
ット等のキャビネットの頂部に取り付ける垂直パネル５０を示す。垂直パネル５０は、キ
ャビネットの頂部にある標準的な装着孔に適合する底面上の３つの装着スタッド５２を含
んでいる。一対の押出成形されたネジ孔５４は、１００ｍｍがキャビネット幅６００ｍｍ
、７００ｍｍ及び８００ｍｍの最大公約数であるので、Ｔ形横材を頂部フランジ５６に固
定するために垂直パネル５０の頂部フランジ５６上に１００ｍｍ間隔で離間しており、だ
からである。１つの構成では、各ネジ孔５４の間の間隙は５０ｍｍとされる。また、垂直
パネル５０は、その側面フランジ６０上に隣接する垂直パネル５０を固定する押出成形さ
れたネジ孔５８を含んでいる。
【０００６】
　図４は、Ｐａｎｄｕｉｔ　Ｃｏｒｐ．社のＮｅｔ－Ａｃｃｅｓｓ（登録商標）キャビネ
ット等のキャビネットの頂部に取り付ける垂直パネル６２を示す。垂直パネル６２は、対
応する幅のキャビネットの頂部に垂直パネル６２をボルト止めするのに用いる底部フラン
ジ６６上に２つの装着孔６４を含んでいる。また、底部フランジ６６は、キャビネットの
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頂部をフレームに取り付ける締結具の頭部周りに遊隙を与える３つの遊隙孔６８を含んで
いる。具体的には、Ｐａｎｄｕｉｔ　Ｃｏｒｐ．社のＮｅｔ－Ａｃｃｅｓｓ（登録商標）
キャビネットは、キャビネットの頂部の上方にほぼ３／１６インチ起立する座金付ボルト
を有する。一対の押出成形されたネジ孔７０は、１００ｍｍがキャビネット幅６００ｍｍ
、７００ｍｍ及び８００ｍｍとの最大公約数であるので、頂部フランジ７２にＴ形横材を
固定するために垂直パネル６２の頂部フランジ７２上に１００ｍｍ間隔で離間している。
１つの構成では、各ネジ孔７０の間隔は、５０ｍｍとされる。また、垂直パネル６２は、
隣接する垂直パネル６２を固定するための側面フランジ７６上に押出成形されたネジ孔７
４を含んでいる。
【０００７】
　図５及び図６に示すように、垂直パネル５０は、頂部フランジ５６にネジ８０を用いて
装着される直角スペーサバー７８を有している。直角スペーサバー７８は、６００ｍｍ、
７００ｍｍ及び８００ｍｍの垂直パネルに対応させて寸法を変えることができる。フラン
ジ８２の肉厚は、Ｔ形横材８６のフランジ８４と同じ肉厚であり、天井パネル８８の周縁
を封止する偏平面を形成する。また、直角スペーサバー７８は、天井パネル８８を適切な
位置に収容する当止部９０を備える。
【０００８】
　図７～図１４は、２つのＴ形横材と横梁とを示す。図７～図１０は、Ｔ形横材８６を示
す。図１１及び図１２は、Ｔ形横材９２を示す。図１３及び図１４は、横梁９４を示す。
【０００９】
　図９及び図１０は、中心垂直ウェブ９６の左右各側にフランジ８４を有するＴ形横材８
６を示す。中心垂直ウェブ９６は、荷重を受けたＴ形横材８６の撓みを最小化する強度と
剛性とを備え、フランジ８４は、天井パネル８８を支える。図７及び図８に示すように、
中心垂直ウェブ９６は、副Ｔ形横材をＴ形横材８６に固定する装着孔９８を含むことがで
きる。好ましくは、Ｔ形横材８６は、幅１．５インチであり、各フランジ８４は、幅０．
６２５インチであり、中心垂直ウェブ９６は、幅０．２５インチである。また、Ｔ形横材
８６は、好ましくは高さ１．５５インチである。図１０に最もよく示すように、継ぎ目１
００は、中心垂直ウェブ９６の頂点に位置する。
【００１０】
　図１１及び図１２は、Ｔ形横材９２を示す。Ｔ形横材９２は、継ぎ目１０２がＴ形横材
９２のフランジ側面に位置する点を除きＴ形横材８６と同じである。
【００１１】
　図１３及び図１４は、横梁９４を示す。横梁９４は、Ｔ形横材８６，９２よりも幅広で
ある。好ましくは、Ｔ形横材９４は、幅２．３９インチであり、各フランジ１０４は、幅
０．６２５インチであり、中心垂直ウェブ１０６は、幅１．１４インチである。
【００１２】
　高床環境にあっては、排熱路囲い込み装置用に天井ダクトや格子が一切不要である。し
かしながら、平板床環境にあっては、ダクトが必要であり、天井の照明具が必要となろう
。図１５は、Ｔ形横材８６の輪郭が標準的な蛍光照明灯を収容する標準的な吊下型天井照
明具フレーム１０８に適合することを示している。
【００１３】
　図１に示す排熱路囲い込みシステム４０は、３つの等幅のキャビネット４６（８００ｍ
ｍ）からなる２列４２，４４を含んでいる。垂直パネル５０または６２により、１００ｍ
ｍの倍数である任意の天井タイル幅と組み合わせ、１００ｍｍの倍数である任意のキャビ
ネット幅の使用が可能である。図１６に最もよく示すように、８００ｍｍの直角スペーサ
バーは、８００ｍｍの天井パネル８８と共に用いられ、６００ｍｍの直角スペーサバーは
、６００ｍｍの天井パネル８９と共に用いられる。
【００１４】
　排熱路囲い込みシステム内にキャビネットを組み込む場合、必要とされる若干大きな許
容誤差が存在する。それらの例には、床面の平坦度や、床面に対するキャビネットの垂直
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性や、許容可能な製造公差や、材料のばらつきが含まれる。これらの許容誤差に対処する
ために、図１７に示すように、Ｔ形横材８６を垂直パネル５０に固定するのに締具１１０
及びネジ１１２を用いることができる。締具１１０が緩んでいるときに、他のＴ形横材に
対しＴ形横材８６を適切に配置することができる。Ｔ形横材８６を適切に配置すると、ネ
ジ１１２を締めてＴ形横材８６を垂直パネル５０に固定することができる。図１８に最も
よく示すように、接触面１１４は溝付きとするか凹凸加工し、追加の締結強度とグラウン
ド接続とをもたらすことができる。また、フランジ８４には締具１１０とＴ形横材８６と
の間の接地を改善する非被覆領域１１６を含めることができる。
【００１５】
　図１９及び図２０は、それぞれ排熱路幅の最小位置と最大位置を示す。排熱路幅の公差
は、０．６２５インチで、左右各側でほぼ０．３１３インチである。したがって、最小位
置において排熱路幅は、ほぼ７１．６８７インチである。最大位置において、排熱路幅は
、ほぼ７２．３１３インチである。
【００１６】
　図２１及び図２２は、Ｔ形横材８６に固定する天井パネル８８を示す。天井パネル８８
は各隅に孔を有しており、天井パネル８８はＴ形横材８６のいずれかのフランジ８４上に
配置される。１／４回転押下型締具１１８が天井パネル８８の隅に装着してあり、締具１
１８は非ロック位置からロック位置まで９０度回動させる。
【００１７】
　図２３は、ドア組立体４８を示す。２つの支柱１２０が、床面から垂直パネル１２１の
頂部まで延在する。ドアの頂部１２４上で支柱１２０の間に、梁１２２が配置される。垂
直パネル１２１は、梁１２２の頂部にボルト止めされ、垂直パネル１２１は、支柱１２０
にボルト止めされる。Ｔ形横材８６は、垂直パネル１２１の頂部に締結される。
【００１８】
　図２４及び図２５は、２つのＴ形横材８６の間に装着され、天井パネル８８をより取り
扱い易くする２枚のより小さなパネルに分割する。Ｔ形横材１２６は、Ｔ形横材８６を固
定する孔１３０を含む端部フランジ１２８を有する。Ｔ形横材８６は、Ｔ形横材１２６を
複数の場所に装着するための複数の孔９８を有しており、Ｔ形横材１２６は、２つのＴ形
横材８６間に落ち込むよう切削した下側フランジ１３４を有し、全てのフランジが同一平
面内に置けるようにしてある。天井パネル８８は、Ｔ形横材１２６の場所に応じて様々な
寸法に切削することができる。
【００１９】
　図２６及び図２７は、２つのＴ形横材８６間に装着した火災抑制Ｔ形横材１３６を示す
。Ｔ形横材１３６は、火災抑制構成要素を頭上から排熱路囲い込み領域内に侵入させるア
クセス孔１３８を有する。好ましくは、アクセス孔１３８は３インチの直径を有する。Ｔ
形横材１３６は、図２４及び図２５に記載した副Ｔ形横材１２６と同じ孔９８内のＴ形横
材８６にボルト止めすることができる。Ｔ形横材１３６は、２つのＴ形横材８６間に落ち
込むよう切削した下側フランジ１４０を有し、全てのフランジが同一平面内に置けるよう
にしてある。天井パネル８８は、Ｔ形横材１３６の場所に応じて様々な寸法に切削するこ
とができる。
【００２０】
　図２８及び図２９は、２つのＴ形横材８６の間に装着した照明具Ｔ形横材１４２を示す
。Ｔ形横材１４２は、Ｔ形横材８６間の距離全体にわたって排熱路内の光を最大化する一
体型照明具１４４を有する。レンズ１４６は、図２８に示すように、排熱路囲い込み天井
と面一としてある。
【００２１】
　図３０は、Ｔ形横材８６間に装着される空気ダクト１４８を示す。一体型照明具を有す
る２つの火災抑制Ｔ形横材１５０は、封止及び追加の支持をするため空気ダクト１４８の
側面上でＴ形横材８６にボルト止めされる。天井パネル１５２は、残りの部分を封止し、
天井領域上方へのアクセスを提供するよう組み込むことができる。Ｔ形横材１５０は、こ
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のＴ形横材１５０が火災抑制構成要素を頭上から排熱路囲い込み領域内に侵入させられる
ようにする２つのアクセス孔１５４を有する点を除き、Ｔ形横材１３６及びＴ形横材１４
２の組み合わせである。照明具は、火災抑制構成要素間に配置され、排熱路を照明する。
【００２２】
　図３１は、排熱路囲い込みシステム４０内に組み込む複数の空気ダクト１４８を示す。
空気ダクト１４８は、空気処理要件に応じて様々な寸法とすることができる。未使用のア
クセス孔１５４は封止することとし、照明具１５５は排熱路内に追加の照明を提供する。
図３２に最もよく示すように、天井パネル１５２は電力バス１５６を含ませることのでき
る排熱路囲い込み領域の上方の領域へのアクセスを提供するよう離床させることができる
。
【００２３】
　排熱路囲い込みシステム内に複数幅のキャビネットが存在する場合、未加工の垂直パネ
ル１５８を必要とすることがある。好ましくは、未加工の垂直パネル１５８は１００ｍｍ
幅である。図３３は、列４２に追加する６００ｍｍ幅のキャビネット１６０と列４４に追
加する７００ｍｍ幅のキャビネット１６２を示す。したがって、未加工の垂直パネル１５
８は、キャビネット１６０に固定され、２列の長さを７００ｍｍと等しくする。しかしな
がら、各列４２，４４は、３室の８００ｍｍ幅のキャビネット４６で構成される。排熱路
囲い込みシステム全体を通じて同じ天井パネル幅（８００ｍｍ）を維持するために、１枚
の未加工垂直パネル１５８をキャビネット１６２に固定し、１枚の未加工の垂直パネル１
５８を未加工の垂直パネル１５８に固定する。
【００２４】
　図３４～図４６は、ドア組立体２００を示す。好ましくは、各ドア２０２は半窓２０４
を有する標準的な３６インチの鋼製ドアである。ドア２０２は、開放保持機能を有するが
ラッチやロックはしないドアクローザ２０６を有している。しかしながら、ドア２０２に
対しラッチ機能やロック機能を追加することができる。図３４には一対のネットワークキ
ャビネットだけを図示したが、通常はより多くのキャビネットが用いられ、囲い込み排熱
路の他端に別のドア組立体２００が配置される。ドア組立体２００は、６フィート離間す
る２列のキャビネットに装着される。しかしながら、２列のキャビネットは、同じドア支
柱を用いるがより幅狭のドアに合わせたより短いヘッダと横梁とカバーとを用いて、４フ
ィート離間させることができる。
【００２５】
　図３５～図３７は、ドアフレーム２０８を示す。ドアフレーム２０８は、２本のドア支
柱２１０とヘッダ２１２とを含んでいる。各支柱２１０は、図３６に示すように、ネジ２
１４を用いてヘッダ２１２に取り付けられる。支柱２１０は、ヘッダ２１２に対し位置を
規定する水平スロット２１６を有する。図３７に示すように、ヘッダ２１２が正規の高さ
となることを保証するために、ヘッダ２１２の底部２１８をスロット２１６内に摺動させ
る。ドア支柱２１０背面のフランジには、発泡材シールを取り付けることができ、この発
泡材シールは、キャビネットの側面パネルを押し付ける。
【００２６】
　図３８～図４０は、横梁２２０を示す。横梁２２０は、ドアフレーム２０８上方の領域
を囲い込み天井まで充たすパネルである。横梁２２０は、垂直囲い込み壁とキャビネット
頂部キャップに取り付けられる。横梁２２０はキャビネットと壁に取り付けられるため、
これは水平調整脚を調整する際にキャビネットと共に上下に移動する。図３９に示すよう
に、排熱路横断Ｔ形梁２２２が横梁２２０の頂部に取り付けられ、横梁２２０頂部を横断
する開放縁２２４が梁２２２の１つの脚上に掛止される。開放縁２２４は、横梁２２０を
キャビネット頂部キャップ内の孔に取り付けるときの組み立て支援を提供する（図４０参
照）。横梁２２０内の水平方向スロット２２６は、調整可能性を提供し、これにより横梁
２２０を左右に調整してドア支柱２１０が垂直となるよう保証することができる。
【００２７】
　図４１～図４６は、ドア組立体２００を２列のネットワークキャビネットの一端に取り
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付ける工程を示す。先ず、ブラケット２２８をドアシュー２３０に取り付け、ブラケット
２２８内のスロット２３２によりドア支柱２１０を内外に調整してそれらが垂直となるよ
う保証することができる。キャビネット側パネルは、ブラケット２２８の組み込みを容易
にするよう取り除くことができるが、側面パネルは、側部スカート２３４を取り付ける前
に組み付けねばならない。次に、側部スカート２３４をブラケット２２８に取り付ける。
側部スカート２３４は床面上に係止し、図４２に示すように、キャビネット側面パネルに
接触して保持されて空気の漏洩を阻止する。側部スカート２３４内の垂直スロット２３６
により、側部スカート２３４を床面に当接させたまま、キャスタまたは水平調整脚により
キャビネットを床面から離床させることができる。側部スカート２３４底部上のフランジ
２３８は、キャビネットの下側に差し込まれる。
【００２８】
　図４２に示すように、下側支柱支持体２４０は、側部スカート２３４に取り付けられる
。支持体２４０は、それを水平方向に調整できるようにするスロット２４２を有する。こ
の調整により、たとえキャビネットが６フィートを僅かに上回るか下回るかして離間して
いても、ドア支柱２１０を６フィート離間させて装着できるようになる。次に、ドア支柱
２１０を下側支柱支持体２４０上に配置し、図１４に示すように、ネジ２４４を用いて取
り付ける。次に、ドアフレーム２０８に横梁２２０を整列させ、図４５に示すように、囲
い込み排熱路の内側から横梁２２０に取り付ける。横梁２２０が垂直調整スロット２２７
を有するので、横梁２２０の高さは、キャビネット上で水平調整脚を調整するように調整
可能である。ただし、ドアフレーム２０８は床面上に止まる。
【００２９】
　図４６に示すように、カバー２４６，２４８をヘッダ２１２と横梁２２０の上に取り付
け、ドア組立体２００に清潔な美観をもたらす。最後に、ドア２０２とドアクローザ２０
６とドア２０２用の周縁シールとをドアフレーム２０８に取り付け、ドア組立体２００を
完成する。ドア組立体２００は、同様の仕方で囲い込み排熱路の他端に取り付けることが
できる。
【００３０】
　図４７～図７７は、本発明の排熱路囲い込みシステム３４０の代替実施形態を示す。排
熱路囲い込みシステム３４０は、６００ｍｍ、７００ｍｍ及び８００ｍｍのキャビネット
を任意に組み合わせて使用することができる。
【００３１】
　図４８～図６３は、排熱路囲い込みシステム３４０用の代替的な天井構造３４２を示す
。図示して上述した天井構造と同様に、天井構造３４２はキャビネット４６に装着する垂
直パネル３５０と、直角スペーサバー３７８と、排熱路横断Ｔ形梁３８６と、天井パネル
３４４と、火災抑制水平ブラケット４１０と、を含んでいる。
【００３２】
　図４９は、Ｐａｎｄｕｉｔ　Ｎｅｔ－Ａｃｃｅｓｓ（登録商標）キャビネットに取り付
ける垂直パネル３５０の１つを示す。垂直パネル３５０は、底面３５２上の３つのネジ山
付装着スタッド３５４を含んでいる。ネジ山付スタッド３５４は、キャビネット頂部の標
準的な装着孔に適合する。垂直パネル３５０は、頂部フランジ３５６に沿って配置される
一対のスロット３５８を有する頂部フランジ３５６を含んでいる。スロット対３５８は１
００ｍｍ間隔で離間させてあるが、スロット３５８同士は３０ｍｍ離間させて配置してあ
る。１００ｍｍ間隔とすることで、対向するキャビネットを異なる幅にでき、しかも排熱
路にわたってキャビネットに接続することが可能である。
【００３３】
　図５３及び図５４に示すように、３０ｍｍの間隔は排熱路横断Ｔ形梁３８６上の装着ス
ロット３９４の間隔により規定される。垂直パネル３５０上のスロット３５８により、７
２インチあるいは１８００ｍｍ（７０．８６６インチ）の排熱路を形成するよう排熱路横
断Ｔ形梁３８６を装着することができる。
【００３４】
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　図５０は、Ｎｅｔ－Ｓｅｒｖ（登録商標）キャビネットに取り付ける垂直パネルを示す
。垂直パネル３６０は、キャビネット頂部をフレームに取り付けるネジの頭部の周囲に遊
隙をもたらす遊隙孔３６４と垂直パネル３６０をキャビネットに固定するボルトを受容す
る装着孔３６６とを有する底部フランジ３６２を含んでいる。また、垂直パネル３６０は
、複数のスロット３７０を有する頂部フランジ３６８を含んでいる。スロット３７０は、
図４９に示した垂直パネル３５０に関して上述したスロット３５８と同一である。
【００３５】
　図５１及び図５２は、垂直パネル３５０に装着する直角スペーサバー３７８を示す。直
角スペーサバー３７８は、天井パネル３４４を排熱路横断Ｔ形梁３８６上に配置したとき
に生ずる垂直パネル３５０に沿った空隙を充たす（図５３及び図５４参照）。図５及び図
６について上述したように、直角スペーサバー３７８は、天井パネル３４４を適切な位置
に収容する当止部を備える。直角スペーサバー３７８を摺動させ、この直角スペーサバー
３７８により７２インチあるいは１８００ｍｍ（７０．８６６インチ）の排熱路幅のため
に調整することができる。直角スペーサバー３７８内のスロット３８０は、直角スペーサ
バー３７８を垂直パネル３５０に接続する締結具３８２を受容する。スロット３８０は、
例えば対向するキャビネットが異なる幅であるときに２枚の隣接する垂直パネル３５０に
わたって直角スペーサバー３７８を跨がせねばならない場合に、どのような許容誤差問題
にも対処できるよう役立つ。
【００３６】
　図５３及び図５４は、垂直パネル３５０に装着される直角スペーサバー３７８と垂直パ
ネル３５０上に配置される排熱路横断Ｔ形梁３８６とを示す。直角スペーサバー３７８は
、２枚の垂直パネル３５０間に跨がせることができる。
【００３７】
　図５５～図５８は、排熱路横断Ｔ形梁３８６を示す。排熱路横断Ｔ形梁３８６は、図７
～図１０について上述した排熱路横断Ｔ形横材に類似するものである。排熱路横断Ｔ形梁
３８６は２つのフランジ３８８と中心垂直ウェブ３９０とを含んでいる。フランジ３８８
は天井パネル３４４を支持し、中心垂直ウェブ３９０は荷重を受けた排熱路横断Ｔ形梁３
８６の撓みを最小化する強度及び剛性をもたらす。図５５は、排熱路横断Ｔ形梁３８６の
一端３９２を示す。排熱路横断Ｔ形梁３８６の端部３９２は、垂直パネル３５０に排熱路
横断Ｔ形梁３８６を装着する締結具３９３を受容するスロット３９４を含んでいる。
【００３８】
　図５６～図５８は、排熱路横断Ｔ形梁３８６の中心３９６の近傍に穿孔されて火災抑制
水平ブラケット４１０を取り付ける孔３９８，４００を有する排熱路横断Ｔ形梁３８６を
示す。図５７に示すように、排熱路横断Ｔ形梁３８６は、一側の少なくとも１つの大きな
孔３９８と他側の小孔４００とを含んでいる。図５８に示すように、大孔３９８及び孔４
００は、火災抑制水平ブラケットを排熱路横断Ｔ形梁３８６の垂直ウェブ３９０を挿通す
るよう固定し、固い金属面に固定させるのに用いる締結具４０４のための遊隙を提供する
。このことで、締結具４０４を過度に締め付けた場合に排熱路横断Ｔ形梁３８６が押し潰
されるのが防止される。また、排熱路横断Ｔ形梁３８６は、この排熱路横断Ｔ形梁３８６
の中心３９６に穿設されたノッチ４０２を含んでいる。ノッチ４０２により、組み付け作
業者はキャビネット４６に対し排熱路横断Ｔ形梁３８６を芯出しすることができる。ノッ
チ４０２は、排熱路横断Ｔ形梁を整列状態に保ち、これにより全ての火災抑制ブラケット
４１０が排熱路の中心に配置される。
【００３９】
　図５９～図６３は、システム内に様々な寸法のキャビネットを組み込む際の許容誤差の
ばらつきに対処する排熱路囲い込みシステム内のスロットを示す。例えば、図５９は、排
熱路横断Ｔ形梁３８６内のスロット３９４，３８０と直角スペーサブラケット３７８とを
それぞれ示しており、これらはキャビネットの配置期間中に生ずることのある遊隙に対処
できるよう排熱路に平行としてある。図６０及び図６１は、可調整ブラケット４１４を用
いて排熱路横断Ｔ形梁３８６に固定される火災抑制水平ブラケット４１０を示す。各可調
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整ブラケット４１４は、火災抑制水平ブラケット４１０から延出するネジ山付スタッド４
１２が挿通するスロット４１６を有する。可調整ブラケット４１４は、様々な寸法のキャ
ビネットに起因する排熱路横断Ｔ形梁３８６の配置のばらつきに対処するよう調整するこ
とができる。
【００４０】
　図６２及び図６３は、異なる排熱路幅に対処する垂直パネル３５０内スロット３５８を
示す。図６２は、最も幅広の排熱路用に配置される排熱路囲い込み構成要素を示す。排熱
路横断Ｔ形梁３８６と直角スペーサバー３７８は、垂直パネル３５０内のスロット３５８
の前部近傍に配置される。図６３は、最も幅狭の排熱路用に配置される排熱路囲い込み構
成要素を示す。最も幅狭の排熱路では、排熱路横断Ｔ形梁３８６及び直角スペーサバー３
７８が垂直パネル３５０内のスロット３５８の後部近傍に配置される。幅狭と幅広の排熱
路の両方に、同じ天井パネル３４４が用いられる。
【００４１】
　図６４～図７７は、排熱路囲い込みシステム３４０用の代替的なドア組立体５００を示
す。ドア組立体５００は、図３４～図４６について上述したドア組立体２００に類似する
ものである。ドア組立体５００は、半窓５０４及びドアクローザ５０６を有するドア５０
２と、ドアフレーム５０８と、を含む。
【００４２】
　図６５は、ドアフレーム５０８上方の領域を排熱路囲い込み天井まで充たす横梁５２０
を示す。横梁５２０は、垂直パネル３５０の側面とキャビネット４６の頂部とに取り付け
られる。横梁５２０は、キャビネット水平調整脚（図示せず）を調整するのに合わせキャ
ビネットと共に上下に移動する。
【００４３】
　図６６は、横梁５２０の頂部５２２に取り付けられる排熱路横断Ｔ形梁３８６を示す。
横梁５２０の頂部５２２を横断する開放縁５２４が、排熱路横断Ｔ形梁３８６の１つのフ
ランジ３８８の上に掛止する。開放縁５２４は、キャビネット４６に横梁５２０を取り付
けるのに役立つ。
【００４４】
　図６７は、垂直パネル３５０の側面とキャビネット４６の頂部に装着する横梁５２０を
示す。横梁５２０は、横梁５２０が７２インチまたは１８００ｍｍ（７０．８６６インチ
）の排熱路幅のいずれかの上に装着できるようにする締結具５２７を受容するスロット５
２６を含んでいる。また、スロット５２６は、横梁５２０と取付けドアフレーム（図７３
及び図７４参照）とを左右に調整してドア支柱５１０が垂直となるよう保証できるように
している。また、図６７は、横梁５２０と垂直パネル３５０との間に配置される発泡材シ
ール５２８を示している。
【００４５】
　図６８及び図６９は、ドアフレーム５０８をキャビネットの底部に取り付けるのに用い
る下側ブラケット５３２と側部スカート５３６とを示す。下側ブラケット５３２は、ドア
シュー５３４に取り付けられる。キャビネット側面パネルは、下側ブラケット５３２の組
み付けを容易にするために取り外されるが、このキャビネット側面パネルは、側部スカー
ト５３６を組み付ける前に再度組み付けられる。
【００４６】
　側部スカート５３６は、下側ブラケット５３２に取り付けられる。側部スカート５３６
は、床面上に係止し、キャビネット側面パネルに接触して保持されて空気漏洩を防止する
。側部スカート５３６の底部は、キャビネット４６の下側に差し込まれるフランジ（図示
せず）を含んでいる。また、側部スカート５３６は、この側部スカート５３６を装着する
ための締結具５４０を受容するスロット５３８を含んでいる。スロット５３８は、キャス
タや水平調整脚によりキャビネット４６を持ち上げた際に側部スカート５３６が床面上に
留まれるようにする。
【００４７】
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　図６９は、側部スカート５３６に取り付ける下側支柱支持体５４２を示す。下側支柱支
持体５４２は、締結具５４６を受容し、下側支柱支持体５４２が水平方向に調整できるよ
うにするスロット５４４を有する。図７２に示すように、ドア支柱５１０は、下側支柱支
持体５４２上を摺動してこれに取り付けられる。したがって、下側支柱支持体５４２内の
スロット５４４が水平方向の調整をもたらし、排熱路幅が７２インチまたは１８００ｍｍ
（７０．８６６インチ）のいずれかの場合にドア支柱５１０を７２インチ離間させて装着
することができる。
【００４８】
　図７０及び図７１は、ドアフレーム５０８を示す。ドアフレーム５０８は、２つのドア
支柱５１０とドア支柱５１０の頂部にボルト止めされるヘッダ５１２とを含んでいる。一
般に、ヘッダ５１２は、ドア組立体５００の部品の出荷を容易にするために、作業場所に
おいてドア支柱５１０に締結される。図７１に示すように、ヘッダ５１２は、ドア支柱５
１０の前面及び側面に締結具５１４を用いてドア支柱５１０の頂部に取り付けられる。ヘ
ッダ５１２は、ドア組立体が完全に組み立てられた際にヘッダ５１２の背面に沿って取り
付けられて横梁５２０を押し付ける発泡材シール（図示せず）を含んでいる。また、発泡
材シール（図示せず）は、ドア支柱の背面に配置される。発泡材シールは、キャビネット
側面パネルを押し付ける。
【００４９】
　図７２は、下側支柱支持体５４２の上に組み付けられるドア支柱５１０を示す。ドア支
柱５１０は、締結具５１７を受容してドア支柱５１０を下側支柱支持体５４２に固定する
スロット５１６を含んでいる。スロット５４４により、ドア支柱５１０を前後に調整して
ドア支柱５１０が垂直となるよう保証することができる。また、ドア支柱の前部は、底部
にあって下側支柱支持体５４２を側部スカート５３６に保持するアクセスを提供する孔５
１８を含んでいる。また、孔５１８は、ドア支柱５１０の側面間の調整を可能とし、ドア
支柱５１０が垂直となるよう保証する。孔５１８は、プラスチック製プラグ（図示せず）
により覆うことができる。
【００５０】
　図７３は、ドア支柱５１０と取付け済みヘッダ５１２とを横梁５２０に取り付けるのに
用いる頂部支柱ブラケット５５０を示す。各頂部支柱ブラケット５５０は、締結具５５６
を受容してドア支柱５１０の前後の調整を可能にするスロット５５２を含んでいる。また
、スロット５５２は、垂直方向に調整されるキャビネット４６に対応している。ドア支柱
５１０の頂部は、横梁５２０を取り付ける締結具５２７へのアクセスを提供するアクセス
孔５５４を含んでいる。ドア支柱５１０は、ドアフレーム５０８が垂直となるのを保証で
きるよう左右に調整することができる。
【００５１】
　図７４は、２つのキャビネット４６に固定する排熱路囲い込みシステムのドア支柱５１
０とヘッダ５１２とを示す。横梁５２０及び垂直パネル３５０は、キャビネット４６の頂
部に固定される。中心ブラケット５６０は、ヘッダ５１２の中心を横梁５２０の中心に取
り付けるのに用いられる。中心ブラケット５６０は、横梁５２０がヘッダ５１２と横梁５
２０との間の発泡材シールからの圧力に起因して変形するのを阻止する。また、中心ブラ
ケット５６０は、垂直と前後の調整をもたらす締結具５６４を受容するスロット５６２を
含んでいる。図７５は、排熱路囲い込みシステム３４０の美観を向上させるべく、ヘッダ
５１２上に配置するカバー５４８と横梁５２０上に配置するカバー５３０とを示す。横梁
カバー５３０は、横梁５２０に取り付けられる。ヘッダカバー５４８は、ドア支柱５１０
に取り付けられる。
【００５２】
　図６４～図７５について例示し説明したドアフレームは、Ｎｅｔ－Ｓｅｒｖ（登録商標
）キャビネットにも用いることができる。図７６は、上側ブラケット５８０を示し、図７
７は、ドアフレーム５０８をＮｅｔ－Ｓｅｒｖ（登録商標）キャビネットに固定するのに
用いる下側ブラケット５９０を示す。上側ブラケット５８０は、横梁５２０内のスロット
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５２６を挿通する突出スタッド５８２を含んでいる。下側ブラケット５９０は、図６８及
び図６９に示した側部スカート５３６に代えて用いられる。下側ブラケット５９０は、水
平調整脚またはキャスタを介するキャビネットの垂直調整に対応する締結具５９４を受容
するスロット５９２を含んでいる。Ｎｅｔ－Ｓｅｒｖ（登録商標）キャビネット用の残り
のドアフレームは、Ｎｅｔ－Ａｃｃｅｓｓ（登録商標）キャビネットについて前記したド
アフレームと同一である。
【符号の説明】
【００５３】
４０，３４０　排熱路囲い込みシステム、４２　第１の列、４４　第２の列、４６，１６
０，１６２　キャビネット、４８，２００，５００　ドア組立体、５０，６２，１２１，
３５０，３６０　垂直パネル、５６，７２，３５６，３６８　頂部フランジ、６６，３６
２　底部フランジ、７８，３７８　直角スペーサバー，直角スペーサブラケット、８６，
９２，９４　Ｔ形横材，横梁、８８，８９，１５２，３４４　天井パネル、９６，１０６
，３９０　中心垂直ウェブ，垂直ウェブ、１５８　未加工の垂直パネル、２０２，５０２
　ドア、２０８，５０８　ドアフレーム、２１０，５１０　ドア支柱，支柱、２１２，５
１２　ヘッダ、２１６　水平スロット，スロット、２２０，５２０　横梁、２２２，３８
６　Ｔ形梁，梁、２２６　水平方向スロット、２２７　垂直調整スロット、２２８　ブラ
ケット、２３２，２４２，３５８，３７０，３８０，４１６，５１６，５２６，５３８，
５４４，５５２，５６２，５９２　スロット、２３４，５３６　側部スカート、２３６　
垂直スロット、２４０，５４２　下側支柱支持体，支持体、２４６，２４８　カバー、３
４２　天井構造、３８２，３９３，４０４，５１４，５１７，５２７，５４０，５４６，
５５６，５６４，５９４　締結具、３９４　装着スロット，スロット、４１０　火災抑制
水平ブラケット，火災抑制ブラケット、４１４　可調整ブラケット、５２８　発泡材シー
ル、５５０　頂部支柱ブラケット、５６０　中心ブラケット

【図１】 【図２】
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